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安田智有
① お客様の「よしやってみるか」を応援してきました

・メディア配信基盤向けアプリプログラマ
・WebやGird Computing のインフラSE
・新規ビジネス立ち上げ技術企画

② IBMクラウドの SoftLayer を基にした設計が専門
③ 好きなSoftLayerサービス：ベアメタルとGPU
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今回のお題

• IBMのクラウドポートフォリオと方針

• IBMクラウドの最新情報

目から鱗というか「常識が変わる」ことと、
そうすることでユーザーが
大きなメリットを手に入れることを伝えたい

• 「流れが変わる」ということ（金融業界）

• 「変わっていく流れでどうやって価値を生み出そうとしているか」（自動車業界）

パブリック・プライベート・ハイブリッドと
豊富なクラウド製品・サービスをご提供しております

IBMクラウド ポートフォリオ

ビジネス変革を可能にする
実装レイヤー

Business 
Process
as a Service

Business 
Process
as a Service

価値のある商用アプリをマーケッ
トプレースを通して”すぐ使える”
サービスとしてご提供

Software
as a Service

組合わせ可能・既存や新規の
アプリと統合可能な
アプリの開発・実行環境

Platform
as a Service

企業向け、ハイクラスかつ
オプティマイズされた
インフラストラクチャ

Infrastructure
as a Service

Smarter 
Commerce

GBS 
Cloud 
Business 
Solutions

Software
as a Service

Platform
as a Service

Infrastructure
as a Service

Smarter
Workforce

Smarter 
Cities

Big Data & 
Analytics

Watson 
Solutions

Software 
Solutions

BluemixTM
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現在、28 データセンター、23 接続拠点

パブリック、プライベート、管理N/Wをそれぞれ10Gbps以上の帯域で接続

複数のTier1キャリア回線を冗長化接続し、高速かつ高可用性接続を実現

プライベート接続は無料利用。

SoftLayer
『グローバル』＋『高速』ネットワーク・バックボーン

IBMのオープン・クラウド戦略

Hybrid CloudPrivate Cloud Public cloud

IaaS

SaaS

OAuth

PaaS

http://www.ibm.com/cloud-computing/us/en/open-cloud.html

ＩＢＭの製品サービスを今後さらにオープンな
技術をベースに発展していきます。

http://www.ibm.com/cloud-computing/us/en/open-cloud.html
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必須となる「APIエコノミー」そして「エコシステム」

実装

テクノ

ロジー

Idea

イノベーション

オープン・イノベーションと「従来のビジネス × Tech」

Fin
Tech

Ad
Tech

EdTech

Health

Tech
SportTech

流れが変わる、ということ

デジタルによる「破壊者たち」は新たなビジネス・モデルを推進
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デジタルによる「破壊者たち」

Source: The Battle Is For The Customer Interface, Tom Goodwin,  Havas Media, March 2015

世界一の
タクシー会社

…

１台も
タクシーを
持っていない

UBER

世界一で最も
有名なメディア

会社
…

一つのコンテンツ
（作品）も
作っていない

Facebook

世界で最も
価値が高いと
される小売会社

…
在庫を一つも
持っていない

Alibaba

世界で最大級の
宿泊仲介者

…

何の不動産も
持っていない

Airbnb

そして、次の破壊者は …

何を「持っていない会社」なのか？
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Quick Start

すぐに始めて結果
を確認できる

Elastic

失敗しても
すぐにやめられる

Expansion

軌道にのったら
すぐに拡張できる

Small Start

少ない投資で
始められる チャレンジ

フィードバック

アイディアをすぐに試す、うまくいったらすぐに拡大する
このスピード感こそがクラウドのもたらした
新たなビジネス創造のやり方

クラウドがデジタルによる破壊の原動力

大企業もスタートアップと同じスピード感が求められる
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金融業界の
「変わる」

支店 フリー
ダイヤル

ウェブ API

2016年には50%以上のB2BコラボレーションAPI経由に

1950年 1990年 2010年

金融機関のチャネルの変遷
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自動車業界の
「変わる」

これは、Auto2025でも如実に現れている。
（IBMレポート）

出典：http://www-06.ibm.com/jp/press/2015/05/1501.html



2015/12/17

9

まさに
エコシステム
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25,000社以上のお客様がご利用

Social

Software as a Service Mobile & Communications

Marketing and Digital Media

EnterpriseHosting & Service Providers

Games and Entertainment

Platform as a Service

WhatsApp Instapaper Yelp

* 2014年11月時点

SoftLayer 東京データセンターを採用決定

ミラノEXPOメディア情報配信実行委員会準備会

株式会社リコー

* 2014年12月時点
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モバイル連携型 使い分け型 災害対策型 リソース・スケジュール型 SaaS連係型 ピーク対応型 可搬型

概要

パブリック上でモバイ
ル・アプリケーションか
らプライベートのSoR
を利用する

業務ごとにプライベー
トとパブリックを分けて
使う
アプリやデータはどちら
かに固定して利用す
る

通常時の業務はプラ
イベートで実施
クラウド上に災害対
策環境を準備し、万
一の災害時に切り
替えて使用する

プライベートではリ
ソース不足となるジョ
ブを実行する際に、
追加の計算リソース
としてパブリックを利
用する

プライベート上の業
務アプリが、SaaSと
連携して業務を行う

プライベートでリソー
ス不足になったときに
パブリックで処理を行
う
リソース不足が解消
されたらパブリックのア
プリ環境は消去され
る

業務状況に応じてを
プライベートとパブリッ
クを選んで業務処理
を行う
アプリやデータは可搬
性を持ち、両者を行
き来できる

難易
度

低 低 中 高 高 最高 最高

要検
討項
目

対象とするSoR
およびSoRへのアク
セス方法

業務のマッピング
統合監視・管理の
方法

データ同期の方法
サイト切り替え方法
アプリ同期方法
統合監視・管理の
方法

ネットワーク帯域・設
定
使い分けか自動振り
分けで難易度が変
わる

SaaS連携方法
アプリ同期方法
ネットワーク設定
自動化 or 手動

データ同期方法
アプリ同期方法
統合監視・管理の
方法

Privat
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c
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B

App 
Ａ

Saa
S

ハイブリッドクラウドによる効果を最大限に引き出し、有効に活用するには以下のようなパターンが考えられます。
お客様のクラウド活用成熟度とお客様ならではのITの｢あるべき姿｣を照らし合わせながら、既存IT資産とクラウドと
の適切な組合せを判別することが重要です。

ハイブリッド･クラウドを有効に活用する成功パターン

12/22 19:00-21:00 My Humble House Tokyo＠銀座

http://www.myhumblehouse.jp/
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